自分が その 道 を 見つけた の は 卯の花の 咲く 時分で 

あった。 

E の 停留所から でも 帰る ことができる。 しかも M 停 

留 所からの 距離と さして 違わない という 発見 は 大層 自 

分 を 喜ばせた。 変化 を 喜ぶ 心と、 も 一 つ は 友人の 許へ 

行く のに M からだと 大変 大廻リ になる 電車が、 E から 

だと 比較に ならない ほど 近かった からだった。 ある 日 

の 帰途 気まぐれに 自分 は E で 電車 を 降り、 あらまし の 

見当と 思う 方角 へ 歩 いて 見た。 しばらく 歩 いてい るう 

ちに、 なんだか 知っている ような 道へ 出て 来た わい と 

思った。 気がついて みると、 それ はいつ も 自分が M の 



停留所へ 歩いて ゆく 道へ つなが つ て 行く ところな ので 

あった。 小心 翼々 と 言 つ たような その 瞬間までの 自分 

の 歩き 振りが 非道く 滑稽に 思えた。 そして 自分 は 三度 

に 一 一度と いう ふうに その 道 を 通る ようにな つ た。 

M も 終点で あつたが この E も 終点であった。 E から 

乗る と T で 乗換え をす る。 その T へ ゆく までが M から 

だと E からの 二倍 も 三倍 もの 時間が かかる のであった。 

電車 は E と T との 間 を 単線で 往復して いる。 閑な 線 

で、 発車す るまでの 間 を、 車掌が その 辺の 子供と 

巫山戯て いたり、 ポ ー ルの 向き を 変える のに 子供達が 

引 張らせて もらったり などして いる。 事故な ど は少ぃ 



容積、 高まりが 想像で き、 その 実感が 持て るよう になつ 

たら、 どうだろう そんな こと を 念じながら 日に 何 

度 も 富士を 見たがった、 冬の 頃の 自分の、 自然に 対し 

て 持った 情熱の 激し さ を、 今 は 振り返る ような 気持で 

あった。 

(春先からの 徴候が 非道くな り、 自分 はこの 頃 病的に 

不活潑 な 気持 を 持て あまして いたの だ つた。) 

「あの 辺が 競馬場 だ。 家 はこの 方角 だ」 

自分 は 友人と 肩 を 並べて、 起伏した 丘 や、 その 間に 



頭 を 出して いる 赤い 屋根 や、 眼に 立っても くもく して 

来た 緑の 群落の パノラマに 向き合つ ていた。 

「ここから あっちへ 廻って この 方向 だ」 と 自分 は E の 

停留所の 方 を 指して 言った。 

「じゃあの 崖 を 登って 行って 見ない か」 

「行けそう だな」 

自分 達 は そこから また 一段 上の 丘へ 向かった。 草の 

間に 細く 赤土が 踏みならされ てあつて、 道路で は 勿論 

さえぎ 

なかった。 そこ を 登って 行った。 木立に は 遮られて 

はいるが 先 ほどの 処 より はもう 少し 高い 眺望が あつ 

た。 先 ほどの 処の 地続き は 平になら されて テニス 



かった。 危ぶみながら 下りて ゆく。 一と 足下り かけた 

瞬間から、 既に、 自分 はきつ と 滑って 転ぶ にち がいな 

いと 思った。 —— 途端 自分 は 足 を 滑らした。 片手 を 泥 

について しまった。 しかし まだ 本気に はなって いな 

かった。 起き あがろう とすると、 力を入れた 足が また 

ひじ 

ずるずる 滑って 行った。 今度 は片肽 をつ き、 尻餅 をつ 

き、 背中まで 地面に つけて、 やっと その 姿勢で 身体 は 

止った。 止った 所 はもう 一 つの 傾斜へ 続く、 ちょっと 

階段の 踊り場の ようになった 所であった。 自分 は鞫 

を 持った 片手 を、 鞘の まま 泥に ついて 恐る恐る 立ち 

上った。 II いつの 間に か 本気に なって いた。 
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